
臨 床 工 学 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 所属学会

副臨床工学技士長 柳澤　雅美
３ 学会合同呼吸療法認定士
不整脈治療専門臨床工学技士
透析技術認定士
第 ２ 種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会

主任臨床工学技士 玉垣　健児
3 学会合同呼吸療法認定士
消化器内視鏡技師
心血管インターベンション技師
第 2 種ME技術実力検定

全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本心血管インターベンション治療学会
日本消化器内視鏡学会

主任臨床工学技士 森　　圭佑
３ 学会合同呼吸療法認定士
第 2 種ME技術実力検定
植込み型心臓不整脈デバイス認定士

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会

臨 床 工 学 技 士 大津　暁翔 体外循環技術認定士
第 ２ 種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨 床 工 学 技 士 長屋祐太郎 心血管インターベンション技師
第 ２ 種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
日本心血管インターベンション治療学会
日本体外循環技術医学会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨 床 工 学 技 士 上野　純弥
日本アフェレシス学会認定技士
第 2 種ME技術実力検定
植込み型心臓不整脈デバイス認定士

日本臨床工学技士会
日本不整脈心電学会
日本アフェレシス学会

臨 床 工 学 技 士 奥間　　彩
第 ２ 種ME技術実力検定
心電図検定 ２ 級
日本DMAT
京都DMAT

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会
日本災害医学会

臨 床 工 学 技 士 永田　京夏
　2024年12 月まで 第 ２ 種ME技術実力検定 全国国立病院機構臨床工学技士協議会

日本不整脈心電学会

臨 床 工 学 技 士 平野　雄大
心血管インターベンション技師
第 ２ 種ME技術実力検定
脳卒中療養相談士

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本心血管インターベンション治療学会
日本不整脈心電学会

専門医資格等
特定高圧ガス取扱主任
体外循環技術認定士
第 ２ 種ME技術実力検定

所属学会
全国国立病院機構
　臨床工学技士協議会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨床工学技士長
瓦谷　義隆

診療科長
片岡　剛

203Kyoto Medical center Annual report



氏　名 専門医資格等 所属学会

臨 床 工 学 技 士 川野　竜政

臨床ME専門認定士
第 １ 種ME技術実力検定
第 ２ 種ME技術実力検定
透析技術認定士
心電図検定 ３ 級

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨 床 工 学 技 士 田村　成己
日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本体外循環技術医学会

臨 床 工 学 技 士 樋田　貴久 日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨 床 工 学 技 士 荒井　伽月 第 ２ 種ME技術実力検定 日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨 床 工 学 技 士 森　　洸太 日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨 床 工 学 技 士 嵯峨根由奈 3 学会合同呼吸療法認定士
体外循環技術認定士

日本臨床工学技士会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨 床 工 学 技 士
（産前産後休業）

豊山　美樹
　2024年 8 月から

体外循環技術認定士
第 ２ 種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

｜2024年度の主な取組｜

1．担当技士（人事異動）
　2024年度の臨床工学科は、要望していた副臨床工学技士長の枠を取得することができた。しかし、副技
士長枠に配置できる適任者がおらず空位となることから、柳澤主任臨床工学技士が院内昇任として副臨床
工学技士長となった。人事異動としては、2021年 4 月に南京都病院から配置転換で赴任してきた牟田臨床
工学技士が刀根山病院へ配置転換となったが、同病院より玉垣主任臨床工学技士を迎えることができた。
定数は16名であるが産休・育休者が 1 名在籍していることから、 1 名過員状態の17名体制での運用となる
が、 4 月に 1 名がコロナ陽性となり実質的には定数より少ない人数での運用を余儀なくされた。
　勤務に関しては、金・土・日曜日および祝日が変則勤務であるため、先ずは土曜日勤務を日勤業務に振
替ができるよう調整を行っていたが、 ７ 月中旬にスタッフ 1 名が縦隔炎との診断で緊急内視鏡的手術とな
り長期病休となった。併せて 1 名が病休から産休となり、更に10月初旬にも短期病休者がでるなど、人員
的に変則勤務の是正には至らなかった。病休であった 2 名のスタッフは、年末に夜間勤務に復帰すること
ができたが、 1 名が12月末で退職となり、年始より 1 名がコロナ陽性になるなど、本年度は人員的采配が
厳しい状況下での運用であった。多岐にわたる幅広い業務が多く、かつ専門性が高く技術習得に時間がか
かる業務の中で、継続して人員要望を行いながらスタッフ育成・教育について構築していく。

2 ．診療補助業務
　透析の運用については、前年度と同様で透析室では月から土であり、月・水・金は午前からと午後から
の 2 クールで実施し、更に重症度の高い患者さんには、救命センターやICUでの透析を実施し総数で215
件の症例に対応した。特殊血液浄化症例も65件の症例に対応するなど、透析関連業務としての件数は微減
しているが、各種緊急血液浄化の対応など当科の業務負担としては増加している状況である。
　手術室関連業務では、年々携わる業務が多様化し増加傾向にある。ダビンチ手術においては11月から装
置が 1 台増設となり 2 部屋での使用運用となった。各科様々な術式やデュアルコンソールによる使用など、
複雑化される運用に対応すべく、レイアウト構成や配置等に注視しながら対応を行っている。本年度のダ
ビンチ手術は307件であったが、来年度は更に使用頻度が増加していくことを念頭に当部署の体制構築が求
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められる。SEP・MEPのモニタリング症例も前年度より50件弱の増加であり複数科の症例に対応すべくマ
ニュアルを整備した。
　循環器科領域での心臓カテーテル検査・治療，アブレーション・EPSといった不整脈治療をはじめこの
領域においては前年より微減であった。アブレーションやデバイス関連業務においては、特定のスタッフ
しか対応できない現状であるため、業務に携われるスタッフの育成を強化していきたい。新たな業務への
取り組みとしては、新規デバイス関連の依頼があり、カテーテル室において石灰化病変に対しては、アテ
レクトミーデバイスとしてロータブレータを使用していたが、ダイヤモンドバックも追加採用され 4 月よ
り対応を行っている。また衝撃波を発するバルーンが石灰に無数の細かい亀裂を入れるショックウェーブ
デバイスも １ 月に導入され対応を行っている。新しい手技や装置の取り扱いを習得し、心臓カテーテル業
務に貢献している。
　患者搬送依頼による救急車同乗業務が前年から始まっているが、件数は少ないものの突発的な依頼が多
いため、人数の少ない当科からの人員派遣の調整には難渋している。
　臨床支援業務においては、各部門において変動があるも総計11783件で、前年に比して1200件の増加と
なっているが、トラブル対応の件数は数値化できていない現状であるため、そういった件数を鑑みると業
務量の拡大は計り知れない状況となっている。
　将来的な展望としては、業務依頼のある内視鏡手術での診療支援や機器管理などにも対応できるように、
今後の課題として調整・教育の準備および人員要求を行っていく。

2024年度　臨床支援業務件数						    
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

血 液
浄化業務

血液透析（透析室） 144 164 185 201 174 142 174 154 158 135 171 214 2016
その他（透析室） 8 7 12 4 0 5 9 11 7 2 0 0 65
特殊血液浄化（透
析室以外） 18 24 28 22 8 39 14 8 26 18 24 22 251

今年度 170 195 225 227 182 186 197 173 191 155 195 236 2332
前年度 226 258 217 196 168 226 190 161 136 152 203 212 2345

人工呼吸
関連業務

人工呼吸器
ラウンド 145 142 226 338 141 104 178 129 284 343 312 297 2639

NIPVラウンド 25 2 19 29 6 14 23 52 70 102 77 54 473
NHF装着 115 118 74 86 81 71 93 101 114 161 80 51 1145
持ち込みNPPV 7 6 4 4 6 4 4 14 8 7 6 9 79

今年度 292 268 323 457 234 193 298 296 476 613 475 411 4336
前年度 200 181 202 255 372 253 261 260 244 285 374 258 3145

人工心肺
業 務

人工心肺 4 3 4 6 4 5 6 5 5 4 6 6 58
off pomp 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
ステグラ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 8

今年度 6 3 4 6 4 5 6 5 5 5 8 10 67
前年度 7 8 8 6 8 3 5 2 6 6 6 8 73

補助循環
関連業務

大動脈バルーンパ
ンピング 1 2 4 5 3 3 1 2 0 3 0 0 24

経皮的心肺補助 2 1 1 0 0 1 1 0 1 2 2 0 11
低体温 1 1 1 3 0 2 2 3 4 1 2 1 21

今年度 4 4 6 8 3 6 4 5 5 6 4 1 56
前年度 6 3 1 3 4 7 3 2 1 4 3 3 30
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

ペ ー ス
メーカー
業 務

植込み・電池交換 6 5 4 4 7 6 7 5 4 5 3 2 58
遠隔モニタリング 212 244 244 249 274 243 246 245 234 237 214 233 2875
外来点検 57 51 56 51 49 50 48 48 35 53 38 49 585
手術立ち会い 3 1 23 3 1 3 1 2 2 2 3 2 46

今年度 278 301 327 307 331 302 302 300 275 297 258 286 3564
　前年度 354 285 335 302 315 312 305 300 306 297 303 287 3701

カ テ 室 
関連業務

診断カテ 28 40 31 50 39 29 42 38 37 51 39 39 463
PCI 18 15 12 22 21 13 19 25 17 15 16 22 215
ABL・EPS 8 9 8 9 5 4 5 8 9 5 6 8 84
PTA・その他 7 6 11 9 12 8 9 18 27 12 8 11 138

今年度 61 70 62 90 77 54 75 89 90 83 69 80 900
　前年度 88 78 66 55 62 58 74 54 75 82 75 73 840

手 術 室 
関連業務 

ラジオ波焼灼術 2 4 1 1 4 2 1 0 0 1 1 3 20
SEP・MEP 12 10 16 13 12 11 11 14 15 8 7 14 143
ABR 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
ダビンチ 22 26 20 25 20 20 29 30 37 24 28 26 307
自己血 0 1 0 0 1 1 2 0 0 2 4 2 13
TAVI 2 2 1 1 2 1 2 2 1 1 1 4 20

今年度 38 44 38 40 39 35 45 47 53 36 41 49 505
　前年度 29 31 33 31 37 33 38 35 42 41 34 28 412

そ の 他

膀胱内圧測定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
救急車搬送 0 / 2 1 / 5 0 / 1 0 / 3 1 / 5 2 / 4 1 / 1 0 / 2 0 / 3 1 / 4 1 / 7 0 / 2 7
NO吸入 2 0 1 1 0 4 3 1 1 1 2 0 16

今年度 2 1 1 1 1 6 4 1 1 2 3 0 23
　前年度 0 1 3 3 2 2 0 0 0 1 0 0 12

人工呼吸器関連業務
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3 ．ME機器管理業務
　医療機器管理業務では、従来からの輸液ポンプ・シリンジポンプ・人工呼吸器をはじめとした中央管理機
器の返却点検業務を行っている。点検に関しては、当部署内で対応できる機種を増やして点検費用の削減
を目標に掲げて運用を行っている。人工呼吸器においては、メーカーによるメンテナンス講習を 2 社の機
種において各 1 名のスタッフが受講し、院内での定期点検や部品交換を実施できるように整備拡大を行っ
た。少しずつではあるが点検業務の構築に向けて邁進している。医療機器に関する業務を夜間勤務時間帯
に行っていくように調整を図るも現状として進んでいっていない。今後の課題として整備していく。機器
管理登録システムにおいては、タブレットを用いた運用方法にて、修理や点検への応用やトラブル対応時
のマニュアル使用の活用など業務軽減に向けての活用方法を推進していきたい。

2024年度　機器管理業務件数
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

終業点検
件 数

今年度 2371 2590 2356 2961 2553 2216 2499 2389 2598 2354 2099 2164 29150

前年度 2186 2224 2541 2254 2464 2166 2254 2122 2296 2269 2303 2463 27542

定期点検
件 数

当科実施 604 758 638 766 823 825 879 826 826 846 797 790 9378

メーカー実施 3 2 1 0 0 0 0 0 18 0 1 0 25

今年度 607 760 639 766 823 825 879 826 844 846 798 790 9403

前年度 788 517 734 621 648 616 588 629 594 556 383 491 7165

当科実施率（％） 99.5 99.7 99.8 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 97.9 100.0 99.9 100.0 

修 理・
OH件数

当科実施 50 57 52 98 60 45 88 74 61 75 66 81 807

メーカー実施 10 6 11 286 14 1 16 18 15 14 5 13 409

今年度 60 63 63 384 74 46 104 92 76 89 71 94 1216

前年度 83 59 215 237 58 48 82 45 59 67 64 59 1076

当科実施率（％） 83.3 90.5 82.5 25.5 81.1 97.8 84.6 80.4 80.3 84.3 93.0 86.2 
� ※終業点検及び、定期点検に関する点検内容、又は実施期間に関しては取扱説明書に準ずる

　日常返却点検として平均で80件/日（月平均で約2,450件）
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定期点検件数
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4 ．その他活動
　本年度も例年通りRST（呼吸サポートチーム）に参加するとともに、臨床工学技士が毎日病棟呼吸器ラウ
ンドを実施し、人工呼吸器が適切に使用されるよう設定等のチェックを行った。また勉強会の講師として
取り扱いについての教育にも注力した。
　院内での啓蒙活動として、新人看護師さんを対象とした輸液・シリンジポンプ取り扱い講習を始め、病
棟における人工呼吸器などの勉強会を開催し、新規装置納入講習や各部署からの要望に対する機器・装置
等の取り扱いに関する講習・勉強会を行った。講習会・勉強会総数は50件と院内でのME機器に関する取
り扱いと共に医療機器安全管理を周知する活動ができた。
　本年は当科で初めて臨地実習の受け入れを行い、藍野大学と大阪ハイテクノロジー専門学校から各 1 名
の学生を受け入れた。
　グループ主催関係の活動においては、新人研修で昨年と同様に当部署の森圭佑主任臨床工学技士が「チー
ム医療における臨床工学技士の役割」の題目で登壇し講演を行った。また勤務時間管理研修および新任中
堅管理者研修を玉垣主任臨床工学技士が受講した。
院内の成果発表会においては、「モニタ更新のウラ側」との題目で荒井臨床工学技士が発表を行い、ポス
ター部門においてベストポスター賞を受賞した。
　対外的な活動としては、昨年に引き続き学会発表を推奨することができた。第10回臨床工学技士協議会
では、「トロリー転倒をretrospectiveに検討して」との題目で永田臨床工学技士が発表を行い、ベスト口
演賞を受賞した。

５ ．臨地実習受け入れ
　　藍野大学および大阪ハイテクノロジー専門学校より各 1 名
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.05.19	 第34回日本臨床工学会
「保守点検業務転換の試み～人工呼吸器定期保守を経験して～」
柳澤 雅美、樋田 貴久、田村 成己、牟田 直史、川野 竜政、永田 京夏、平野 雄大、奥間 彩、上野 純弥、
大津 暁翔、長屋 祐太郎、嵯峨 根由奈、森 圭佑、瓦谷 義隆、片岡 剛

2024.07.14	 第10回国立病院機構臨床工学技士協議会学術大会
「当院にける離床センサー修理対応の試み」
大津 暁翔、森 洸太、荒井 伽月、永田 京夏、川野 竜政、平野 雄大、奥間 彩、森 圭佑、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、
片岡 剛

2024.07.14	 第10回国立病院機構臨床工学技士協議会学術大会
「トロリー転倒をretorospectiveに検討して」
永田 京夏、森 洸太、荒井 伽月、川野 竜政、平野 雄大、奥間 彩、大津 暁翔、森 圭佑、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、
片岡 剛

2024.07.20	 第70回日本不整脈心電学会
「37年経過したリードの電池交換の経験」
柳澤 雅美、吉澤 尚志、仲西 優美子、井出 裕也、赤尾 昌治、永田 京夏、上野 純弥、森 圭佑、瓦谷 義隆、
片岡 剛

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「神経モニタリング業務の構築に向けて」
大津 暁翔、森 洸太、荒井 伽月、田村 成己、川野 竜政、平野 雄大、永田 京夏、奥間 彩、長屋 祐太郎、森 圭佑、
玉垣 健児、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、片岡 剛

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「Selective PEの導入を経験して」
長屋 祐太郎、森 洸太、荒井 伽月、田村 成己、川野 竜政、平野 雄大、永田 京夏、奥間 彩、大津 暁翔、森 圭佑、
玉垣 健児、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、片岡 剛

2024.11.24	 第30回近畿臨床工学会
「ICD患者の食堂癌に対する放射線治療の一例を経験して」
平野 雄大、永田 京夏、上野 純弥、森 圭佑、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、片岡 剛、松本 一繁、吉澤 尚志

2024.11.24	 第30回近畿臨床工学会
「生体情報モニタ選定を経験して」
荒井 伽月、森 洸太、樋田 貴久、田村 成己、永田 京夏、川野 竜政、平野 雄大、上野 純弥、奥間 彩、大津 暁翔、
長屋 祐太郎、森 圭佑、玉垣 健児、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、片岡 剛

2024.12.14	 第 4 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「SP testerを用いた点検方法を導入して」
樋田 貴久、森 洸太、荒井 伽月、田村 成己、川野 竜政、平野 雄大、奥間 彩、長屋 祐太郎、大津 暁翔、森 圭佑、
玉垣 健児、柳澤 雅美、瓦谷 義隆、片岡 剛
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